
令和元年度生野区区政会議（第２回全体会） 

番号 発言者 ご質問等 回答者 回答

1 塚本委員

　生野区（包括支援センター
ごと）で、平成30年度（確定
している昨年度）実施した
「地域ケア会議」の開催回
数・内容と「地域ケア推進会
議」の開催回数・開催時間
及び内容（抽出された区の
課題）を教えてください。

山口保健
福祉課長

・地域ケア会議の回数
　・生野包括　13回　東生野包括　14回
　  鶴橋包括　13回　巽包括　17回
　・内容：認知症等により地域で困っている
    ケー スに対し、地域住民と関係機関が集
    まり解決策の検討を行った。
・地域ケア推進会議の回数
　　1回　　約30分(第3回生野区地域包括
     支援センター運営協議会の中で開催)
・区の課題：
　　・認知症の方を地域全体で見守る体制の
      強化が必要
　　・独居で地域から孤立している方、支援拒
　　　否されている方の支援が困難
　　・複合的な支援困難ケースが多い。など

　事前にいただいたご意見と区の考え方

2 塚本委員

　平成30年度（確定している
昨年度）に、医介連携相談
室を通して区が把握した問
題や課題（生野区特有の多
職種連携の問題等）にはど
のようなものがありました
か。そして、その課題に対し
て区はどのような協力（助
言・解決策）を提言や指導を
されたかを教えてください。

山口保健
福祉課長

　在宅医療・介護連携相談支援室（以下医介連携室）
では、区民に対して支援を行っている医療・介護関係
者等からの相談を受けています。
具体的には、地域包括支援センターの職員やケアマ
ネジャーに対し、訪問診療や往診を行っている医師
の情報提供や入院先・転院先の紹介など個別の相談
が主となっており、日常業務を行う中で、多職種連携
に関する問題等はあまり見当たらないと聞いていま
す。
　一方、生野区では、医介連携室のコーディネーター
を含め、医療・介護関係者を委員とし、区役所を事務
局として、「在宅支援ネットワーク会議」を設置し、年6
回程度の会議と、ワールドカフェや事例検討会などを
開催しています。(別紙参照)
　「在宅支援ネットワーク会議」の取り組みの一つとし
て「顔の見える関係づくり」があり、多職種連携に関す
る課題抽出や解決策の議論については、「在宅支援
ネットワーク会議」として地域医療・介護に携わる方々
と協同して取り組むこととしています。
　平成30年度には、医介連携室のコーディネーターよ
り、多職種連携をテーマとした専門職向けシンポジウ
ムの開催についての提案があり、課題抽出のための
事前アンケートを行ったところ、多職種連携について
「充分ではない」と答えた方が半数近くにのぼり、「多
職種間での考え方・価値観の違いによる連携の難し
さ」「多職種が集まって話し合う機会の少なさ」が課題
となっていることを把握したことから、第1部では多職
種連携をテーマとした講演、第2部は「アンケート結果
から見える課題と対策」というタイトルでシンポジウム
をおこないました。
　事後のアンケートでは「参考になった」と答えた方が
9割を超え、「ふだん聞くことのできない各職種の意見
をきくことができ、それぞれの専門職が感じていること
や視点がわかった」「職種による考え方の違いを認め
ることも大事だと思った」等の意見をいただきました。
　今後も「在宅支援ネットワーク会議」として、多くの専
門職が集まる場を提供できるよう、引き続き「顔のみ
える関係づくり」に取り組んでまいります。
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番号 発言者 ご質問等 回答者 回答

3 塚本委員

防犯カメラについて

①「防犯カメラを継続的に設
置していく」、「2020年３月ま
でに20か所設置」とあります
が、予算と進捗状況を教え
てください。

②生野区にはカメラが何か
所あれば十分か（目標）をお
聞かせください。

③設置すべき場所はどこ
で、計画的に順次どのよう
に設置されているでしょう
か。

④今ある民間の防犯カメラ
設置場所を、マップとして警
察署と共有されているでしょ
うか。

⑤住民や会社・商店（コンビ
ニ等）も建物前に防犯カメラ
をつけたい気持ちが強いと
思います。現に数か月前も
生野区内で犯罪があったと
き、犯人逃亡の経路を捜査
するために自宅の防犯カメ
ラの映像を見せてほしいと、
警察が家に問合せに来た事
例も聞きました。民間の防
犯カメラ設置に対して「折
版」「補助金」をつけること
で、同じ予算でもより多くの
防犯カメラを設置できるので
はないでしょうか。

井平安心
まちづくり
担当課長

①令和元年度予算は「地域安全防犯カメラ設
置事業」として3,638,000円となっています。
　進捗状況は、これまでに生野警察署と協議
し、設置場所を確定させて、現在入札手続き
中で12月中に設置業者が決定し、設置工事
を行い、令和2年3月中に運用開始の予定と
なっています。

②現在、区役所が関与している防犯カメラは
209台あり、令和元年度から令和7年度までに
新たに100台を計画的に設置していく予定で
す。

③街頭犯罪抑止のため、より効果が得られる
箇所を、生野警察署と協議して選定していま
す。

④区役所が関与している大阪市設置分と補
助設置分の場所について、生野警察署と共
有しています。

⑤平成26年度に「生野区地域安全防犯カメラ
設置補助金制度」を実施して、地域団体に対
して助成することにより防犯カメラの設置を促
進し、街頭犯罪の抑止に一定の効果を上げ
てきましたが、地域における維持管理費の増
嵩もあり、近年、助成申請件数は減少傾向と
なってきた、及び設置場所が補助団体主体で
あるため、設置場所に偏りがある。
　以上のことより、令和元年度より、防犯カメ
ラ設置による街頭犯罪設置効果をより高めて
いくため、実施手法を補助金制度から警察と
連携した区による公設置とすることにしまし
た。
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井平安心
まちづくり
担当課長

　現在、生野区では自転車の安全な利用に
ついての主な取り組みとして、以下の取り組
みを実施しています。

・春と秋の交通安全期間中に生野警察署と共
に桃谷駅前商店街他区役所前や北巽駅前等
で自転車マナー啓発の実施。

・春と秋に早朝交通安全街頭指導として、生
野警察署と共に大池橋交差点他８か所の交
差点で街頭指導の実施。

・自転車マナー啓発として、生野警察署と連
携して、小学校、保育所、幼稚園、外国語学
校等へ交通安全教室の実施。また、特に高
齢者や子どもと一緒の保護者に歩道での自
転車の走り方や歩行の仕方の生野区独自
ルールの啓発の実施。

　これからも、自転車の安全な利用について
の取り組みは重要であり、いただいたご意見
を参考に、より有効な取り組みにつなげてい
きます。

4 塚本委員

自転車の安全な利用につい
て

①さらに周知・啓発を進める
とすれば、実際に自転車に
乗って通行しているタイミン
グで安全利用を訴えることも
有効な手段だと思います。
有効な時間と場所でイベント
を実施してはいかがでしょう
か。

②例えば、自転車ラッシュ時
に、大池橋交差点や区役所
前で、区役所職員・地域住
民・警察署等で、自転車利
用者への声掛けチラシ等配
布などの、年に１～２回のイ
ベントを検討されてはいか
がでしょうか。

③また、区民への関心を引
く工夫も増やす方法はない
でしょうか。自転車＝bicycle
＝バイシクル＝8149ルを
使って・・・
例）8月14日9時に何かのイ
ベント　等
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別紙

平成30年度 生野区在宅支援ＮＷ会議

日 テーマ 場所

4月17日・火曜日 会議（シンポジウムの振り返り・年間計画について） 区役所　６Ｆ　大会議室

5月15日・火曜日 会議（今年度取り組み・地域ケア推進会議） 区役所　６Ｆ　大会議室

6月19日・火曜日 ワールドカフェ 区役所　６Ｆ　大会議室

7月17日・火曜日 会議（シンポジウム） 区役所　６Ｆ　大会議室

9月18日・火曜日 会議（中間振り返り・シンポジウム） 区役所　６Ｆ　大会議室

10月16日・火曜日 事例検討会 区役所　６Ｆ　大会議室

12月18日・火曜日 会議（シンポジウム） 区役所　６Ｆ　大会議室

2月19日・火曜日 会議（シンポジウム・次年度計画） 区役所　６Ｆ　大会議室

3月9日・土曜日 シンポジウム 区民センター　1F　リゲッタホール


